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米国農畜産業の見通し ～2026年米国農業需給観測会議から～

1. はじめに
　米国農務省（USDA）は、2026年 2月19・20日の2日間に
わたり、今後の米国農業の動向を公表する「2026 年農業需
給観測会議」（以下「アウトルック会議」という）をワシント
ン DC に隣接するバージニア州アーリントンで開催した。ア
ウトルック会議は今後の米国農業の動向を見通すものとして
毎年開催されており、今回は通算 102 回目の開催となった。
ロリンズ農務長官は今年の講演の中で、アウトルック会議は
USDAがどのような見通しを立てているかを関係者と共有す
る、市場分析では最も信頼すべき基準である 「ゴールドスタ

ンダード」と評している。会議は対面・オンラインを併用し
て行われ、同国の農業関係者や政府関係者が多数参加した。
　本稿ではアウトルック会議の中から、ロリンズ農務長官に
よる講演や、品目別発表を踏まえた同国の畜産をめぐる情勢
や需給見通しなどについて報告する。
　なお、単位の換算には、1ポンド＝0.4536キログラム、1エー
カー＝0.4047ヘクタールを使用した。また、本稿中の為替レー
トは、1米ドル＝160.88円（三菱UFJリサーチ＆コンサルティ
ング株式会社「月末・月中平均為替相場」の 2026 年 3 月末
TTS相場）を使用した。 続きは定期購読で！
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